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景気減速懸念で世界のスマホ需要が低迷するなか、iPhone14シリーズが好調だった（米カリフォルニア州クパチーノ）
【シリコンバレー=中藤玲】米アップルが4日発表した2023年1〜3月期決算は売上高が前年同期比3%減の948億3600万ドル（約12兆7300億円）、純利益が3%減の241億6000万ドルだった。ドル高の逆風もあり2四半期連続の減収減益だったが、主力「iPhone」の売上高が1〜3月期で最高となり底堅さをみせた。

【関連記事】米テック、業績悪化に歯止め　時価総額1週間で40兆円増
1株利益は1ドル52セントで、売上高とともに事前の市場予想を上回った。4日の米国市場の時間外取引でアップル株は一時2%上昇した。


市場が驚きを持って受け止めたのは、iPhone部門の伸びだ。景気減速懸念などで世界のスマホ需要は低迷しており、米調査会社IDCの調査では23年1〜3月のスマホの世界出荷台数は14.6%減だった。にもかかわらずアップルのiPhone部門は2%増の513億3400万ドルで、1〜3月期としては過去最高だった。

ティム・クック最高経営責任者（CEO）は4日の電話会見で「iPhoneの売り上げはメキシコやインドネシアなどで過去最高を記録した。新興市場の業績には満足している」と語った。高いカメラ機能を持つ「iPhone14」シリーズが好調だった。

22年後半は新型コロナウイルスの感染拡大で中国の主力工場の稼働率が下がり、供給不足に陥っていた。だがクック氏は1〜3月期について「サプライチェーン（供給網）は驚くほど回復した。問題ではなかった」とした。

一方、他のハード製品は不振だ。パソコンの「Mac」部門は71億6800万ドルで31%減った。消費者向けが中心のため、新型コロナ下の巣ごもり需要の反動が大きく響いた。タブレット端末「iPad」は13%減の66億7000万ドルで、腕時計型端末「Watch」などの周辺機器部門は1%減の87億5700万ドルだった。

ゲームや音楽配信などのサービス部門は5%増えて209億700万ドルだった。サービス全体の有料会員数は9億7500万を超え、過去1年間で1億5000万増えたことを明らかにした。世界で稼働するアップルの各種デバイスの数は20億台を突破しており、今後もデバイスとサービスの相乗効果を広げる。

注力している1つが金融だ。米国では4月に他の銀行よりも高い年4.15%の利率の預金サービスを始めた。米メディアでは最初の4日間で9億9000万ドル（約1350億円）の預け入れがあったと報じられている。クック氏は具体的な金額は明らかにしなかったが「とても魅力的な利回りだ。最初の（消費者の）反応には非常に満足しており信じられないほどだ」と言及した。3月に開始した後払いサービスなど、決済関連の普及率と成長率は非常に高いという。

地域別売上高は米州が8%減、日本が7%減、中華圏は3%減だったが、その他アジアやオセアニアが15%増となった。4月に直営店「アップルストア」を初めて開いたインドは2桁成長となり、中間層の増加に伴う今後への期待も示した。

供給不足からは脱したものの、広告やモバイルゲームを念頭に、為替や景気減速といった課題には引き続き直面している。アップルは23年4〜6月期の業績予想を出さなかったが、前年同期比売上高は1〜3月期と同程度になりそうだとの見通しを示した。

また、クック氏はアナリストの質問に答える形で人工知能（AI）の活用についても言及した。クック氏は「アップルも機械学習などAIをエコシステム全体に組み入れ、転倒検知や心電図で人の命を救うなど大きな進捗を遂げてきた」と強調。「AI活用は整理しなければならない問題もたくさんあり、慎重かつ思慮深くあることが重要だ。その上でこれからも製品にAIを織り込んでいく」とした。

【関連記事】
・Appleの預金サービス、開始4日で1350億円流入　米報道

・Appleの預金口座開設は30秒　既存銀行は生き残れるか
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